
 

 

 

 



【レースの好走傾向】 

 

・チューリップ賞の注目血統は 

１．「父：サンデー系×母父：大系統ノーザンダンサー系」 

２．「父：大系統サンデー系×母父：大系統ミスプロ系」 

 

特に、サンデー系と欧州型ＮＤ系・ダンチヒ系の配合が 

【複勝率４０％／複回率１０８％】で期待値が高い 

配合となっております。 

 

・脚質的には「前有利傾向」があるレースで、 

同距離ローテなら前走で中団より前で競馬している馬。 

 

距離延長ローテの場合は、中団以降からメンバー上位の 

末脚を使っていた馬が、距離が伸びて追走が楽になり 

前走で届かなかった末脚が届くと言うパターンに注意。 

ですが、今年は該当馬はおりません。 

 

その他の好走傾向は、無料メルマガで配信した 

「チューリップ賞過去データ」のファイルをご参照願います。 

 

・基本的に順当な結果になりやすいレースで、 

前走がＧ１だった馬が１人気に支持された場合は 



【勝率６６.７％／複勝率８３.３％】と堅実に 

走りますから、無理に逆らうのは慎みたいレース。 

 

枠番は１枠と８枠の「極端枠」が有利な傾向があります。 

 

 

【予想見解】 

◎１６番タガノエルピーダ 

父：キズナ（ディープ系） 

母父：キングカメハメハ（大系統ミスプロ系） 

 

兄弟馬達は２歳秋から３歳春にかけての重賞で 

活躍しており、女だてらにＧ１朝日杯で好走した本馬は、 

一家の稼ぎ頭になる可能性も。 

 

その朝日杯３着は、馬場傾向・展開ともに差し有利で、 

先行した馬の中では本馬が最先着しておりました。 

 

 

○２番ラーンザロープス 

父：キズナ（ディープ系） 

母父：米ストームバード系 

母はアルゼンチンの２歳Ｇ１（１６００ｍ）を２勝。 



 

前走のＧ３シンザン記念は、外差し有利馬場を 

内から先行しての惜敗で、内前有利馬場であったなら 

勝ち負けになっていたと思わせる内容でした。 

 

例年通りの内前有利馬場であれば、 

牝馬同士のここでは前走以上の結果も。 

 

 

▲１０番ガルサブランカ 

父：キズナ（ディープ系） 

母父：キングヘイロー（欧リファール系） 

イクイノックスの半妹 

 

関東馬ですが１週前から栗東に入厩。 

ルメール殿が同じシルクレーシングのスティールブルーを 

降りてこちらの継続騎乗を選択しております。 

 

若駒時代の兄と同じく、馬体は華奢ですが、 

ペラペラの馬体でも能力を発揮できるタイプかも。 

 

 

★１４番ラヴァンダ 



父：シルバーステート（ディープ系） 

母父：ダンチヒ系 

祖母はチューリップ賞（内回り時代）２着のゴッドインチーフ。 

 

前走は距離延長を克服して朝日杯好走馬のタガノデュードに先着。 

 

シルバーステート産駒は内回りの方が走る傾向があり、 

今回初めての外回りコースになりますが・・・ 

 

祖母がエルフィンＳで８馬身差の圧勝を収めたのは 

外回りの１６００ｍ戦でした。 

 

祖母の遺伝を受けていれば、 

上位争いの一角に加わって来る可能性はあります。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連複４頭ボックス 

４番・１３番・１４番・１６番 

 

くまもん馬券 

馬連 １６－２・１０・１４・ 



 

ワイドフォーメーション５点 

２・１４－２・１０・１４・１６ 

 

３連複フォーメーション２７点 

１６－２・１０・１４－印全頭 


